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女性部会だより女性部会だより
№334
令和7年4月号
JA豊橋女性部会
問合せ・お申込み
☎25-9225

※女性部だよりでの案内は、親子料理教室と健康診断募集を除き女性部会員限定の募集となっております。女性部会へのご加入は
最寄りの支店で手続きを行ってください。（年会費500円、印鑑が必要です）

1月24日、部会員同士の交流を目的とした毎年恒例の観劇ツアーを開催し、37人が参加しました。観劇
の前に、ホテルでランチバイキングを堪能。今年の観劇は、劇団四季の「バケモノの子」で、劇が始まると
みんな真剣に見入っていました。女性部会では多くの部会員の参加をお待ちしています。ぜひ、女性部会に
加入して、楽しく交流しましょう。

1月30日、みなさんが支店などにお持ちいた
だいたペットボトルキャップを豊橋市民センタ
ーへ寄付しました。本部役員の加藤富久美さん
が吉田典子センター長へキャップを手渡しました。
今回寄付したキャップの重量は約300㎏あり、リサイ
クル資源として売却され、その収益でポリオワクチンを購
入し、必要とする世界の子どもたちへ届けられます。この活
動は、令和4年に始まり今まで合計1,041.5㎏を寄付してきま
した。今後も続けていきますので、ご協力お願いします。

1月7日から2月末まで、毎年恒例の味噌作りが行われまし
た。約240人が参加し、手作り味噌を仕込みました。
「手作り味噌を食べたらやみつき！添加物も入ってなく体
にも安心」と参加者たちは話します。秋を目処に時間をかけ
て発酵し、美味しい味噌が出来上がります。

手作り教室味噌作り

フードドライブ活動

観劇ツアー

ペットボトルキャップ寄付

2月7日、前日にみなさんが各事業所に届けてもらった野菜などを東三河フードバンクへ寄付しました。
内藤美子部会長らが服部昭一専務理事に寄付品を手渡しました。寄付品は、市内の子ども食堂、児童養護施
設、母子生活支援施設、必要とする個人家庭に届けられます。また、お米や災害食の一部は、被災地の石川
県能登地方に送られます。
内藤部会長は「米や野菜などの値段が高騰しているが、子
どもたちに新鮮な野菜を食べてほしい」と話しました。来年
度も、この活動を続けていきますので、今後もご協力お願い
します。
〈寄付品〉	・玄米	 180㎏	 ・キャベツ	 148.3㎏
	 ・もち米	 1.5㎏	 ・ブロッコリー	 4.5㎏
	 ・ミカン	 43㎏	 ・大根	 57.8㎏
	 ・トマト	 25.4㎏	 ・白菜	 20㎏
	 ・ミニトマト　12㎏	 ・セルリー	 2.8㎏
	 ・切り干し大根	 2㎏	 ・干し芋などの食品	178品


